
LILLEの教育ファーム
フランスでの初日は、パリから北部の都市LILLEに移動し、

翌日から教育ファーム・シティファームにおける体験学習や、
小学校への出前授業などを視察した。LILLE では体験受入を
行う農家を SAVOIR VERT（サヴォア・ベール、緑（VERT）
の知識・能力（SAVOIR））という組織が認証している。ど
の家の庭にも季節の花が咲き乱れ、大変美しい街である。

始めに、SAVOIR VERT 前会長の VERONIAUE THEVE
氏の農場を訪問した。肉用の羊を飼養する農家で、ジャガイ
モを中心に野菜の出荷なども行っている。夫婦で経営する農
場で、以前は酪農業が中心であったが、経営の合理化を進め
る上で家畜は羊一本に絞ったということであった。

この日は、近隣の小学校が午前中に体験学習に訪れた。小
麦の勉強をしてパンを作り、パンが焼きあがるのを待つ間は
羊とのふれあいを楽しみ、最後に自分たちの成長に必要な栄
養素の勉強をして、ランチには自分たちで作ったパンを皆で
いただく、という体験内容であった。

印象的であったのは、収穫した状態の小麦と粗く挽いた状
態のもの、小麦粉の状態にしたもの、といったように段階的
に見せていき、パンをただ作るのではなく、畑の小麦とパン
とがつながるように工夫していたことや、羊とのふれあいの
際にも、予め課題（観察するポイント）を与え、子どもたち
が目的をもってふれあいや観察をするようにしていたことで
ある。

単なる体験だけでは終わらせないための工夫が感じられ
た。さらに、体験学習のまとめとして、パンや牛乳、野菜、
果物などをそれぞれどのくらい食べる必要があるのか、また
それぞれの主な栄養素の働きは何なのか、ということをパネ
ルを使って教えていた。内容的には家庭科の授業のようであ

る。THEVE 氏自ら勉強し、子どもたちの教育のために何が
必要か、日々研究しているようであった。

次に、Ferme des Dondaines を視察した。LILLE を中心に、
年間約 22,000 名の児童が体験にやってくるシティファームで
ある。基本的には、教育担当者 4 名、家畜担当スタッフ 3 名
で体験に対応しており、さらに、獣医師や教師の資格を持っ
たスタッフや、保育士の資格を持った乳幼児（2 歳以下）担
当者がいるということであった。

農場のすぐ近くに高層ビルがいくつも見え、駅からも近く、
まさに「都市の牧場」といった雰囲気であった。平日は一般
公開せず、学校等の教育機関のみ受け入れており、土日に一
般向けイベントなどを開催している。

３つ目の農場は、C&L Delphine Piatという酪農家である。
乳牛を約 40 頭飼養しており、20 代前半の経営者とその妻
により経営されていた。近隣の小学生が体験に訪れ、バル
ククーラーやミルカーについての話を聞いたあと、ミルキ
ングパーラーで搾乳体験をし、その後牛舎に移動して牛に
乾草をやり、最後にバター作り体験といった 2 時間程度の
メニューであった。

児童に搾ったばかりの牛乳（煮沸済み）が提供されたので
驚いた。日本では、牛乳製造施設を持ち、乳処理の許可がな
い限り一般には生乳を提供できないことになっている。話を
聞いてみると、同牧場はダノンに生乳を出荷しているそうだ
が、ダノンから成分に関する「お墨付き」をもらっており、
一般に提供しても問題ないとのこと。生産者はメーカーに売
る権利があるので、メーカーが認めれば、体験者に搾りたて
の牛乳を飲ませても良いことになっているそうである。

続いて、小学校での出前授業を視察した。このときの講師
は、前述の VERONIAUE THEVE 氏である。８～９歳の児
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童を対象に、フランスにいる牛の種類、牛の体の部位、成長
に必要な栄養素や食事バランスの話であった。特に、牛の体
の部位は 20 種類以上に分かれており、小学生の授業として
は専門的すぎるような感じを受けた。興味深かったので、何
の教科の時間なのか尋ねたところ、「科学」「歴史」というこ
とであった。特にフランスでは、肉は切り身よりも塊（量り
売り）で売っていることが多いため、生活するために必要な
知識ということで納得した。担任の先生曰く、THEVE 氏が
教えたことは「人として知っておくべきこと」ということの
ようだ。
SAVOIR�VERTの皆さんと意見交換

LILLE 最後の日は、THEVE 夫妻、SAVOIR VERT 会長
の EMMANUELLE DUCHATEAU 氏、Delphine Piat 夫 妻
から SAVOIR VERT についてのレクチャーを受け、意見交
換を行った。

酪農、果樹、麻、野菜、エスカルゴ、鹿などの農家により
構成される SAVOIR VERT は会員数 113 農場。2010 年の体
験件数は 3,145 件、体験者数は約 7 万人。幼稚園・小学校・
中学校が多く、最も多いのは中学校（1,001 件）。あくまで「学
校教育のために」農場に受け入れており、家族連れや観光客
などの体験者はほとんどない。

認証農家になるためには、「農業従事者」であることが
必須条件であり、農場の安全・衛生面などを委員会が審査
し、10 日程度の研修を受講することが必要。繁忙期でない
時期に 2 カ月くらいかけて、そのうちの 10 日程度、研修を
受講する。研修内容としては、認証農場の訪問、SAVOIR 
VERT 会長からのレクチャー、学校のカリキュラムについ
ての研修（講師は文科省など）、それをうけてのパネル作
成・実演・評価など。特に、教育者からアドバイスをもらい、
体験学習に活用する牧場オリジナルのパネルを自分で考え・
作成、出来上がったものを使って実演し、評価され、改善
していくという一連のプログラムが特徴的である。個人差
はあるが、だいたい６～７日程度かかるとのこと。評価され、
改善していく過程においては、説明の仕方などについても
教育関係者などからアドバイスがある。最後に、訪問者の
安全衛生を確保するための対策、消火器の使い方などを勉
強して研修が修了する。

研修内容・日程ともに農家にとってかなりの負担と思われ
るが、そこまでしてでも教育ファームの認証を取得する精神
的メリットと経営的メリットがあるという。

精神的メリットとは、「農家として、子どもたちに教える
べきことがたくさんある」「子どもが持っているイメージと
現実とのギャップを感じさせ、新しい農業の姿を見せたい」
などの高いモチベーションである。また、フランスでは教育
ファーム部門はほとんど女性が担当しており（男性は農作業

などの力仕事を担当）、女性の「自己実現」に寄与している
ようである。

経営的メリットは、フランスでは農家が教育ファームを経
営の一環に位置付けており、副収入になっているということ
である。SAVOIR VERT では体験料は 1 回１０５ユーロと
定められており、うち４０ユーロは会からの助成、６５ユー
ロを学校が支払う仕組みになっている。なお、１回の体験受
入人数は３０名までということも決まっている。さらに、教
育ファームとして認証を受けると、牧場の美化や衛生管理対
策にも気を使うようになり、結果的に収益が上がるようにな
るという「付加価値」もあるということであった。

　日本では必ずしも教育ファームは有料ではないという話
をしたところ「継続的にやっていくのであれば、体験料をも
らった方が良い。その方が農家のモチベーションも上がり、
きちんとした体験になっていく」というコメントがあった。

全体を通じて�
LILLE 以外には、パリ近郊のシティファーム（Ferme 

de Gally）と国営ランブイエ農業資料センター（Bergerie 
Nationale）を視察した。

Bergerie Nationale では、フランス全体の教育ファーム
の話を聞くことができた。フランスには約２，６００の教育
ファームがあり、１０年前と比較すると約２倍に増えた。
農家戸数は約５３万戸ということなので、比率としては０．
５％程度である。

口蹄疫などの感染症防疫について、何か対策をとってい
るか確認したところ、以前にイギリスで発生したときは全
国的に自粛していたそうだが、「気にはなるけれど、気にし
過ぎると何もできないので、最低限の消毒をしている」と
いうことであった。

フランスでは、教育ファームを国策（農水省・文科省と
もに）として学校教育に活用することが広く浸透しており、
その分農家も高いモチベーションで体験を実施しているよ
うに思われた。特に、認証農家は学校の教育カリキュラム
を勉強し、自ら体験メニューを提案するそうである。また
日本同様、女性や若者の認証希望者が多くなっているよう
で、今後ともフランスの教育ファームは継続的に発展して
いくように感じられた。
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